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私はオランダ生まれですふ
水巻町のみなさん、はじめまして。私は、去年の11

月にオランダからやってきたチューリップです。世
界平和のシンボルとして、オランダ兵捕虜の眠るこ

の町に住むことになりました。来た時はまだ球根で
したが、みなさんの温かい手入れのおかげで、こん
なに立派に咲くことができました。これからも末永
くかわいがってくださいね。
（チューリップは、3月中旬から4月上旬にかけて、町内の

小中学校や保育園の花壇を鮮やかな色に染めました。）



灯
，
．
　
二
・
㌢

吉
野
ヶ
里
遺
跡
の
発
掘
以
来
、
日
本
中
が
歴
史
ブ
ー
ム
に
沸
い

て
い
ま
す
。
「
水
巻
に
は
史
蹟
が
な
い
」
と
い
う
声
を
耳
に
し
ま
す

の

づ

ら

野
面
積
み
の
石
垣
は

昔
を
語
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
…
…

「
古
賀
古
城
」
を
訪
ね
て

が
、
あ
き
ら
め
る
の
は
こ
の
特
集
を
見
て
か
ら
に
し
て
く
だ
さ
い
。

「
古
賀
古
城
」
　
－
　
昨
年
1
2
月
か
ら
広
報
に
登
場
し
て
、
い
き
な

り
日
の
目
を
見
た
城
で
す
。
町
内
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、
今
ま
で
何

も
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
人
が
、
意
外
に
多
い
の
も
事
実
で
す
。

そ
こ
で
今
月
は
、
郷
土
史
家
の
柴
田
貞
志
さ
ん
に
お
願
い
し
て
豊

前
坊
山
頂
の
古
賀
城
跡
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。
狭
く
て
急
な
山
道
で

し
た
が
、
山
頂
に
は
今
も
石
垣
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
こ

こ
か
ら
の
眺
め
は
最
高
で
す
。

身
近
に
あ
る
す
て
き
な
散
策
路
。
ま
ず
は
紙
面
で
体
験
し
て
い
た

だ
き
ま
し
ょ
う
。
　
（
1
2
ペ
ー
ジ
も
お
見
逃
し
な
く
）



●首なし地蔵
二ノ丸（山頂）の石垣の上にあ
る相の中にあります。（5番札

／4ヽ
＼、

●久我神社
ここは城主の館があったところです。背
後は豊前坊の山頂。神社のうらに山頂へ

登る山道があります。

●六地蔵菩薩
（ろくじぞうばさつ）

討ち死にした武

者を弔う地蔵さん

です。現在は墓地
の中に3体残って

います。（25番札所）

●空堀（からぼり）今は埋もれていますが、こ
こには深さ約2メートルの∨字型をした空堀があり
ました。空堀は敵の進入を防ぐためのものです。

●
弥
勒
菩
薩
（
み
ろ
く
ぼ
さ
つ
）
石
像
群

西
側
の
絶
壁
の
下
に
あ
り
ま
す
。
討
ち
死

に
し
た
武
者
を
弔
っ
た
と
い
わ
れ
る
石
像

が
数
十
体
あ
り
ま
す
。
（
4
0
番
札
所
）

●建物の土台石
旧高住神社の土台石です。それ以前は天守や
くらの土台石だったと思われます。1個の重

さは約2トン、この石だけは水成岩（折尾石）

です。

●
南
の
絶
壁

高
さ
二
十
数
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
火
山
岩
の
絶
壁
。

こ
こ
か
ら
登
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

豊
前
坊
と
古
賀
古
城

遠
賀
河
原
に
突
き
出
た
、
標
高
八

十
四
・
七
メ
ー
ト
ル
の
、
ほ
と
ん
ど

が
火
山
岩
か
ら
で
き
て
い
る
山
。
今

は
豊
前
坊
山
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、

江
戸
中
期
ま
で
は
古
城
山
、
江
戸
時

代
以
前
は
古
賀
城
と
か
古
賀
岳
と
か

い
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
山
に
い
つ
城
が
で
き
た
の
か

は
不
明
で
す
が
、
山
鹿
城
の
歴
史
か

ら
推
測
す
る
と
、
山
城
が
発
達
し
た

南
北
朝
時
代
初
期
　
（
十
四
世
紀
半

ば
）
の
よ
う
で
す
。
約
四
百
年
の
間

遠
賀
河
口
を
支
配
し
た
麻
生
氏
が
築

城
し
ま
し
た
。
初
め
は
筑
豊
の
物
資

を
輸
送
す
る
川
船
贅
団
が
目
的
だ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
戦
国
時
代
に
な
る

で
し
ろ

と
平
城
の
山
鹿
城
を
補
佐
す
る
出
城

へ
と
か
わ
り
ま
し
た
。

本
丸
が
あ
っ
た
山
頂
は
二
百
五
十

坪
は
ど
の
平
地
で
す
。
登
る
に
は
東

西
二
方
に
険
し
い
細
道
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
以
外
か
ら
は
登
る
こ
と
が

や
ぐ
ち

で
き
ま
せ
ん
。
山
頂
に
は
天
守
櫓
が

建
ち
、
一
段
低
い
二
の
丸
に
は
武
器

庫
な
ど
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
今
に
残
る
礎
石
や
石

垣
に
よ
っ
て
推
測
で
き
ま
す
。

山
の
名
前
が
「
豊
前
坊
山
」
に
変

わ
っ
た
の
は
、
正
徳
二
年
（
－
七
一

一
）
に
英
彦
山
豊
前
坊
の
高
位
神
社

を
分
霊
し
て
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め

に
古
賀
城
は
無
名
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
　
　
　
　
（
柴
田
貞
志
）



平
成
二
年
度
の
予
算
が
、
三
月
の
議
会
で
成
立
し
ま
し
た
。
今
年
は
町
長

選
拳
が
行
わ
れ
た
た
め
、
一
般
会
計
は
四
月
か
ら
六
月
ま
で
三
か
月
間

ぎ
ん

の
暫
定
予
算
を
組
み
ま
し
た
。
本
予
算
は
六
月
譲
会
に
提
出
す
る
予
定
で
す
。

町
鮮
絹
識
鮮
鍋
銅
悶
紹
議
…
絹
㌢

国
の
補
助
金
や
税
金
、
使
用
料
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
別
会
計
と

水
道
事
業
会
計
は
、
一
年
間
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

計
曜
日般

■
】
間借3，80環…′ 円

暫定予算ですま年
ｌ

今●

4月から6月までに必要

な経費に限って予算を組

みました。

一
般
会
計
は
暫
定
予
算
で
す
。
暫
定

予
算
と
い
う
の
は
、
事
情
に
よ
っ
て
本

予
算
が
決
ま
ら
な
い
場
合
の
つ
な
ぎ
予

算
の
こ
と
で
す
。
今
年
は
町
長
選
挙
が

あ
っ
た
た
め
四
月
か
ら
六
月
ま
で
三
か

月
分
の
暫
定
予
算
を
組
み
ま
し
た
。

暫
定
予
算
の
規
模
は
十
四
億
三
千
八

百
一
万
円
で
す
。
三
か
月
間
に
必
要
な

人
件
費
や
委
託
料
、
負
担
金
、
補
助
金

な
ど
、
ど
う
し
て
も
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
経
費
と
、
六
月
ま
で
に
支
出

す
る
事
業
費
に
限
っ
て
予
算
を
組
み
ま

し
た
。主

な
事
業
は
、
町
制
5
0
周
年
記
念
事

業
や
、
二
田
地
建
設
事
業
、
ふ
る
さ
と

の
丘
整
備
事
業
な
ど
で
す
。



あ
い
か
わ
ら
ず
苦
し
い
台
所

繰
入
金
で
や
り
く
り

●くらしを支える会計です。

国民健康保険特別会計●15億8，529万円

老人保健特別会計●17億7，857万円

農業共済特別会計●　　　918万円　著

下水道特別会計●　　9，505万円ｉ鰭

自
営
業
の
人
や
、
退
職
者
の
医
療
を

給
付
す
る
会
計
で
す
。

予
算
額
は
十
五
億
八
千
五
百
二
十
九

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
五
・
五
酢
、
＼

と
国
の
支
出
金
、
社
会
保
険
か
ら
の
交

付
金
が
主
な
財
源
で
す
。

高
齢
化
に
と
も
な
っ
て
、
医
療
費
は

毎
年
増
え
続
け
て
い
ま
す
が
、
納
税
者

の
税
負
担
は
す
で
に
限
界
に
き
て
い
ま

す
。
今
年
も
前
年
に
続
い
て
税
率
を
据

え
置
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
不
足
分
は

一
般
会
計
か
ら
六
千
八
百
二
十
六
万

円
、
基
金
か
ら
二
千
五
百
万
円
繰
り
入

れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

収
入
は
、
七
〇
軒
が
健
康
保
険
か
ら

の
交
付
金
で
、
二
〇
軒
が
国
、
残
り
を

町
と
県
で
負
担
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
、
九

千
百
八
十
九
万
円
で
す
。

稲
9
2
ｈ
ａ
と
麦
1
5
ｈ
ａ
の

災
害
保
険
で
す

場
の
管
理
委
託
料
が
二
千
九
百
十
九
万

円
、
電
気
代
な
ど
の
光
熱
水
費
と
修
繕

料
が
二
千
六
百
三
十
七
万
円
、
基
金
積

立
が
二
千
百
三
十
一
万
円
で
す
。

収
入
は
、
全
体
の
七
七
・
六
軒
に
あ

た
る
使
用
料
七
千
三
百
七
十
三
万
円
と

基
金
利
子
二
千
百
三
十
一
万
円
が
主
な

も
の
で
す
。
今
年
度
は
使
用
料
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
基
金
か
ら
の

繰
り
入
れ
は
し
な
い
方
針
で
す
。

水道事業会計●　6億5，560万円

・
　
計

1
　
　
企

八
千
三
百
十
一
万
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
制
度
改
正
に
よ
っ
て
、
老
人
保
健

へ
の
拠
出
金
が
わ
ず
か
に
減
っ
た
も
の

の
、
国
保
で
支
出
す
る
保
険
給
付
費
は

約
二
一
㌫
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

今
後
も
、
老
人
保
健
拠
出
金
の
増
加
が

予
想
さ
れ
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政

運
営
が
続
い
て
い
ま
す
。
支
出
の
う
ち

九
五
・
七
軒
は
、
保
険
給
付
費
と
老
人

保
健
へ
の
拠
出
金
が
占
め
て
い
ま
す
。

昨
年
に
続
い
て

税
率
を
据
え
置
き
ま
す

医
療
費
を
支
え
る
収
入
は
、
保
険
税

対
象
者
は
2
、
2
3
3
人

一
人
当
た
り
7
9
万
円
の
見
込
み

災
害
に
よ
る
稲
や
麦
の
損
失
を
補
て

ん
し
、
農
業
経
営
の
安
定
を
計
る
た
め

の
会
計
で
す
。

予
算
額
は
、
前
年
度
と
は
ば
同
額
の

九
百
十
八
万
円
。
共
済
金
額
は
水
稲
一

キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
百
九
十
一
円
、
麦

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
百
五
円
で
編
成

し
て
い
ま
す
。
引
受
面
積
は
水
稲
九
十

二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
麦
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
前
年
度
に
比
べ
麦
が
〇
・
二
ヘ
ク
タ

ー
ル
増
え
て
い
ま
す
。

財
源
は
農
家
の
共
済
掛
金
な
ど
で
、

不
足
分
四
百
八
十
万
円
を
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
し
ま
す
。

予
算
は
横
ば
い
で
す
が

赤
字
が
心
配
で
す

七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
医
療
費

を
ま
か
な
う
た
め
の
会
計
で
す
。

予
算
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
九
・
二
㌫

増
の
十
七
億
七
千
八
百
五
十
七
万
円
。

支
出
の
九
九
・
六
酢
を
占
め
る
医
療

費
は
、
対
象
者
二
千
二
百
三
十
三
人
、

一
人
当
た
り
の
医
療
費
七
十
九
万
三
千

円
と
し
て
見
込
み
ま
し
た
。

9
、
5
0
5
万
円
で

2
、
6
8
6
戸
の
汚
水
を
処
理

住
宅
田
地
の
汚
水
を
処
理
す
る
た
め

の
会
計
で
す
。

予
算
額
は
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
敬
の

九
千
五
百
五
万
円
で
す
。

支
出
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道
処
理

水
道
事
業
経
営
の
た
め
に
設
け
ら
れ

た
、
独
立
採
算
制
の
会
計
で
す
。

水
道
会
計
は
資
本
費
と
給
水
の
た
め

の
費
用
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年

の
支
出
予
定
額
は
前
年
と
ほ
ぼ
同
額
の

六
億
五
千
五
百
六
十
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
五
千
二
百
五
十
二
万
円

は
資
本
費
で
、
将
来
に
向
け
て
の
施
設

整
備
や
借
入
金
の
返
済
に
充
て
ま
す
。

残
り
の
山
ハ
億
三
百
八
万
円
は
給
水
の

た
め
の
費
用
で
す
。
今
年
度
は
総
配
水

量
を
三
百
万
立
方
㍍
、
給
水
戸
数
一
万

四
百
五
十
戸
で
計
画
し
て
い
ま
す
。
費

用
の
う
ち
六
一
軒
を
原
水
購
入
費
が
占

め
て
い
ま
す
。

給
水
費
用
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
水

道
使
用
料
で
ま
か
な
い
ま
す
が
、
消
費

税
を
転
嫁
で
き
な
い
た
め
、
今
年
は
約

二
千
万
円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

、ちヽ



見た目ほど
楽ではありません∃

やさしい太極拳教室

1月から3月までの毎週水曜

日、中央公民館で「やさしい太極

拳教室」が開かれました。参加者
は約40人、ほとんどが女性でした。

「筋肉は使えば使うほど若返っ

ていきます。無理をしないよう、

少しずつ少しずつ積み重ねてくだ
さい。」と宮地完治先生。

背すじを伸ばしたり、腰を回し
たり、準備運動にはたっぷり時間

をかけます。体がほぐれたら、で
きるだけ力を抜いて、水が流れる

ように体を動かします。

「この年になって体が柔らかく

なったみたい。楽そうに見えるけ
ど、下半身に力がいるんですよ」

と、石本ミドリ　さん（猪熊・70
歳）。継続は力なり。元気に続け

てください。

3月24日、中央公民館の大会議

室で開かれたＰＴＡ協議会の同和
研修会には、約100人のお父さん、

お母さんたちが集まりました。

講師は、福岡市いのちの電話な
どで活躍中の南蔵院住職、林覚乗

さん。テンポの早い口調で、ウル
渾

三言三二二二㍉二三
ぬ時、何を集めたかではなく、何
を与えたかが問われます。与えた

ものしか自分の命として残すこと
はできません。人を育てることは

自分を育てることです。お父さん
とお母さんの子供に生まれて良か

ったと言われるような生き方をし

てください。」と、熱っぽく語り
ました。

与えたものしか
残せません

ＰＴＡ同和研修会

ラケット握れば
熱くなる

バドミントン大会

3月11日、町民体育館でバドミ

ントン大会が開かれました。大会

には小学生から成人まで約90人の
男女が参加、ラケットを手にさわ

やかな汗を流しました。熱戦の結

果は次のとおりです。
●一般男子Ｗ Ａ級①清家秀敏・
広渡秀樹⑨茂野邦雄・真砂博行
Ｂ級①野路章一・野生須則夫⑧
石本日出人・志賀和幸

●一般女子Ｗ Ａ級①川崎智重子
・本田由美⑧石本啓子・石本友
美　Ｂ級①山口恵子・山口博美
⑧野辺香代子・小川及美　Ｃ級
①浜岡益子・高崎和美⑧野路裕
見子・松下里枝子

●混合Ｗ　①野生須則夫・茂野恵
美⑧西村正裕・中村三重子

●ジュニア　男子Ｓ①志賀和幸⑧
西村敏彦　女子Ｓ①樋口朱⑧杉
原英子

伊藤圭一くん
元年4月7日生まれ

（是）さんの長男

生
ま
れ
た
時
は
小
さ
か
っ
た
け
ど
、

良
く
飲
み
、
良
く
食
べ
、
こ
ん
な
に

大
き
く
な
り
ま
し
た
。

お
ね
え
ち
ゃ
ん
が
、
だ
ー
い
す
き
。

早
く
ア
ン
ヨ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
、
い
っ
し
ょ
に
お
外
で
遊
び
た
い

な
。
　
（
お
か
の
台
3
1
棟
4
0
6
号
）
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●
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み　さ

古本実彩ちゃん
元年4月22日生まれ

（澤撃）さんの次女

ワ
ン
バ
ク
お
姉
ち
ゃ
ん
に
鍛
え
ら

れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

小
倉
へ
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り
、

遠
賀
川
で
遊
べ
な
く
て
残
念
で
す
。

み
な
さ
ん
、
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

（
頃
未
一
二
」
八
三
の
九
）



緊張の2日間でした
「チンプン、カンプン。今晩は寝られんばい。」と受

講者の声がします。3月24日と25日の2日間、中央公民

館で16ミリ映写機の操作技術講習会が開かれました。

映写機を使った実技講習は、フイルムのセットや目合

わせ、ピント合わせなど、ややこしい操作が続きますが

この講習はテストに合格しなければ認定証がもらえませ

ん。受講者5人は真剣な目つきで講師の指先を追ってい

ました。

さて、テストの結果は9－もちろん全員合格です。

スポーツ少年団の世話をしている谷口芳情さん（古賀・

写真左上）は、「夏の合宿で映写会をやってみます。」

と、意欲満々でした。

歯みがさ美人になれるかな
虫歯予防は歯磨き好きになることが一番．／ということ

で3月8日、遠賀保健所で「母と子の虫歯予防のつどい」

が開かれました。

会場にはピンクのユニホームを着た衛生士さんが右往

左往、子供たちの泣き声やわめき声で騒然としていまし

たが、お母さんたちは先生の診察や正しい歯の磨き方の

個別指導に熱心に耳を傾けていました。

そんなお母さんのひとり山崎美雪さん（伊左座）は

「二、三人子供がいると大変です。おやつには気をつけ

ているんですが歯磨きはつい忘れてしまいます。これか

らは奥歯もがんばって磨かせます。」とのお話。お母さ

ん、痛がらないように磨いてあげてくださいね。Ｃや）

駐車場の大掃除だよ

吉田保育園の隣にある町営駐車場は、県道を通る草か

らの空かんポイ捨てが絶えません。このため吉田保育園

の園児たちは、年に3回駐車場の掃除をしています。

女の子は竹ぼうきを使うのが上手です。男の子は草む

しりが得意です。集まったごみと空かんは、小さな一輪

車で一か所に集められます。みんなのチームワークで駐

車場はみるみるきれいになりました。

「きれいになって気持ちがいいね。」と、いけだあか

ねちゃん。柏原美佐子園長は「うちの園児は体を動かす

ことが大好きです。清掃作業や花壇の手入れを通じて、

心豊かな大人に育って欲しいですね。」と話してくれま

した。

ねまきの替え方を学びました
町の高齢化が進んでいます。ねたきりのお年寄りが増

えています。3月中旬、吉田の老人ホーム「松快苑」の

みなさんが、机山荘で老人介護教室を開きました。

参加したのは家庭の主婦など約40人。苑の栄養士と看

護婦さんから、食事のとり万や床ずれ予防の方法を教わ

ったあと、寮母さんからシーツ交換やねま・きの着せ替え

方の指導を受けました。
ひぎ

体の向きを変えるポイントは、膝を立て、片腕を上に

向けること。「コツを覚えれば、体の大きな人でも楽に

向きが変えられますね。」と田中美奈子さん（主婦・猪

熊）。参加者にも「分かりやすい。」と好評でした。



健康づくりシリーズ⑰

今
年
も
、
5
月
1
6
日
か
ら
成
人
病
・
肺
が
ん
・

胃
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。

健
診
は
健
康
管
理
の
ス
タ
ー
上
フ
ィ
ン

う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

で
行
っ
て
い
る
検
査
の
内
容
は
、
次
号

で
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

4
0
歳
代
の
壮
年
期
に
な
る
と
、
高
血

圧
症
、
が
ん
、
糖
尿
病
な
ど
と
い
っ
た

成
人
病
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

成
人
病
は
、
放
置
し
て
お
く
と
し
だ
い

に
悪
化
し
、
ほ
か
の
臓
器
の
機
能
に
も

悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。

長
年
つ
き
あ
っ
て
き
た
自
分
自
身
の

体
の
、
老
化
を
知
る
こ
と
が
必
要
に
な

る
の
が
4
0
歳
。
年
に
一
度
は
成
人
病
健

診
で
、
自
分
の
体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し

ょ
う
。
町
で
は
4
月
末
ま
で
に
対
象
者

に
案
内
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。
同
封

の
は
が
き
に
健
診
日
と
項
目
を
記
入
の

同
じ
と
こ
ろ
で
受
け
る

昨
年
、
町
の
成
人
病
健
診
を
受
け
た

の
は
一
、
六
二
九
人
で
す
。
そ
の
う
ち

一
、
三
九
七
人
に
何
ら
か
の
異
常
が
あ

り
ま
し
た
。
項
目
別
に
み
る
と
、
一
番

異
常
が
多
か
っ
た
の
は
貧
血
で
五
三
〇

人
。
二
位
は
高
血
圧
（
境
界
城
含
む
）

で
四
一
七
人
、
三
位
は
肝
機
能
で
二
二

二
人
と
い
う
結
果
で
し
た
。

●平成元年度の成人病健診の結果

撫教権寿
湧弱酸軒

．4 9歳以下 434 柏3 33 1 －

58～59歳 403 59 3弱 ．－

60一一69歳 鋸8 62 ．5媚

7 0療山上 182 8 ・ 174 ‾

計 1，6 29 23 2 1，397

年
に
1
回
は
必
ず
受
け
る

昨
年
は
異
常
が
な
か
っ
た
の
で
、
今

年
は
受
け
な
い
と
い
う
の
は
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
健
診
結
果
は
そ
の
時
点
の
も

の
で
す
。
最
低
で
も
年
一
回
は
受
け
ま

し
ょ
，
フ
。

凰
健
診
の
メ
二
ユ
ｌ
を
知
る

自
分
が
ど
ん
な
検
査
を
受
け
て
い
る

の
か
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
水
巻
町

「

検
査
機
関
が
変
わ
る
と
、
検
査
項
目

や
検
査
方
法
も
違
っ
て
、
前
の
結
果
と

比
較
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
で

き
る
だ
け
毎
年
同
じ
機
関
で
受
け
ま
し

ょ
よ
ノ
。

凰
精
密
検
査
を
こ
わ
が
ら
な
い
で

「
要
精
密
検
査
」
だ
か
ら
と
い
っ
て

必
ず
し
も
病
気
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
疑
い
を
晴
ら
す
た
め
の
場
合
が
多

い
の
で
す
。
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

凰
検
査
結
果
を
保
管
す
る

検
査
の
結
果
や
注
意
事
項
は
、
異
常

の
な
い
場
合
で
も
健
康
状
態
の
動
き
を

知
る
た
め
に
大
切
で
す
。
大
切
に
保
管

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

愈
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
す
る

健
診
の
こ
と
は
何
で
も
、
か
か
り
つ

け
の
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
健
診

結
果
も
き
ち
ん
と
報
告
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ふ
）



カピカの園舎で （第一保育所）

から始まった第一保育所の建替工事が3月に完

成しました。ピッカピカの園舎にピ

運動場も広くなって園児 たち

カピカのすべり台。

は犬轟びです
ノヽ

わんぱく大集合（猪熊児童公園尭成）

猪熊に児童公園ができました。約2－500がの敷地内には、

すべり台つきのアスレチックや、カラフルなコイルジャン

グルが設置され、子供たちの人気を呼んでいます。町外か

ら遊びにきた親子連れも見かけました。

「
ふ
れ
あ
い
通
り
」
が
で
き
ま
し
た

猪熊バス停の南側にコミュニティ広場「ふれあい通

り」ができました。この施設は宝くじ普及広報事業の助

成を受けてつくられたものです。広場にはテーブルセ

ットやベンチのほか、マメツゲなどが植えられまし

旧日炭宮ノ下跡地に建設中の水巻呵総

合運動公園の「テニスコート」と「多目
的グラウンド」が、いよいよ完成します。

このうちテニスコートは、5月1日か

らオープンします。
●使用時間

《夏期●4月～11月〉…9時～21時30分

く冬期●12月～3月〉‥・9時～17時
●問い合わせ

管理事務所（か20ト5757）または水巻
町役場都市計画課（含201－4321）まで。

ターゲットＪ

北側、遠賀川河ノｌ

ターゲットバード

施設が完成しまし

た。現在は芝生養生中のため使
ませんが、8月ごろにはオー

ンします。ターゲットハード

ルフは、羽根のついたポール

をクラブで打ち、ホールに入れ

るまでの打数を親います。
せ毒

また河口堰付近の道路ぞいに

は、桜並木（65本）も誕生。ピン

クの花が春を告げていました。

●使用料（1時間当たり）

テ＝スコ＿ト

5月1日オープン

水巻町総合運動公園

満函軒茎畢隼 ！．禁椎 薫籾鞍

芳志潔
、穂撥渡
項Ｉ下 300円 388招－

当憑湧億
練 ⊥ 騎Ｉ・朝鮮獣 料轍 用は2時

旬タト苔 会軸繭′；8撃的 濱椒薄

髪　狩．
テ÷ヌ

車内毒 譲亙 ′‾紙用、1由の便
期紺　港′
間以内疎外教 雄鱒 軍0胴′



国
民
健
康
保
険
証
の
切
り
替
え
を
三

月
に
行
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
手
続
き
を

し
て
い
な
い
人
が
お
ら
れ
ま
す
。

古
い
保
険
証
（
桃
色
）
　
で
は
、
病
院

で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今

す
ぐ
役
場
の
国
保
年
金
係
（
7
番
窓
口
）

で
、
切
り
替
え
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
持
っ
て
く
る
も
の

①
「
桃
色
の
保
険
証
」
と
「
印
か
ん
」

⑧
遠
隔
地
被
保
険
者
の
人
は
、
㊨
ま

た
は
㊥
の
保
険
証
。
（
㊥
の
被
保
険

者
は
在
学
証
明
書
が
必
要
で
す
）

北
九
州
市
内
に
あ
る
福
岡
入
国
管
理

局
の
出
張
所
が
、
整
理
統
合
さ
れ
ま
し

た
。
外
国
人
の
在
留
資
格
や
在
留
期
間

の
更
新
手
続
き
な
ど
は
、
統
合
後
の
出

張
所
（
小
倉
港
）
で
お
願
い
し
ま
す
。

電話加入権を
公毒します。
公売する電話加入権は、税金の
納者から差し押さえたものです。

代金は滞納税金に充てられます。

なお、電話番号は変更できます。

♭と　き　4月2？8（金）年前10
時がら

臣ところ　役場1階102会議室

臣公売物件　電話加入権2台程度
臣公売方法　入札
♭代金の納付　当日納付に限りま

すｅ

臣問い合わせ　役場納税係
※税完納により公売を中止するこ

とがあります。問い合わせは前
日までに。

●
統
合
さ
れ
た
出
張
所
　
八
幡
港
出
張

所
（
枝
光
）
と
若
松
港
出
張
所
（
本

町
）

●
統
合
さ
れ
た
日
　
2
年
4
月
1
日

●
事
務
の
取
り
扱
い
　
旧
八
幡
港
出
張

所
と
若
松
港
出
張
所
の
事
務
は
、
す

べ
て
小
倉
港
出
張
所
で
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
入
国
管
理
局
小

倉
港
出
張
所
　
〒
8
0
3
北
九
州
市
小
倉

北
区
西
港
町
一
〇
三
－
二
　
小
倉
港

湾
合
同
庁
舎
2
階
　
審
5
8
2
局
6

9
1
5
番
ま
た
は
、
役
場
住
民
課
へ

低
所
得
者
に
対
す
る
、
町
営
住
宅
家

賃
の
減
免
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
1
1
月
の
家
賃
値
上
げ

で
苦
し
く
な
っ
た
、
低
所
得
者
の
家
計

を
救
済
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
今
年

4
月
か
ら
認
定
の
基
準
が
変
わ
り
、
減

免
額
が
拡
大
し
ま
し
た
。

家
賃
減
免
の
申
請
は
、
役
場
住
宅
課

の
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。ｒ

●
減
免
の
申
請
が
で
き
る
人
　
生
活
保

護
を
受
け
て
は
い
な
い
が
、
収
入
が

生
活
保
護
と
同
程
度
の
世
帯
の
人

●
申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
町
営
住
宅

使
用
料
減
免
申
請
書
　
㊥
入
居
者
全

員
の
収
入
証
明
書
　
⑧
住
宅
使
用
料

の
納
付
書
　
④
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
い
こ
と
は
住
宅

課
管
理
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

か
消
防
団
″
　
－
　
そ
う
で
す
。
火
災

や
水
害
の
時
、
真
っ
先
に
現
場
に
駆
け

つ
け
、
私
た
ち
の
命
と
財
産
を
守
っ
て

く
れ
る
、
あ
の
消
防
団
で
す
。

水
巻
町
に
は
約
九
十
人
の
団
員
が
、

日
ご
名
は
自
分
の
仕
事
を
し
な
が
ら

「
お
ら
が
町
」
を
守
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、
最
近
は
団
員
不
足
で
す
。

フ
ァ
イ
ト
あ
ふ
れ
る
方
の
入
団
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
「
一
つ
や
っ
て
や

る
か
」
と
思
う
人
は
、
役
場
住
民
生
活

課
消
防
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
二
年
度
の
遠
賀
・
中
間
地
区
老

人
大
学
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
開
設
場
所
　
岡
垣
町
中
央
公
民
館

●
開
設
期
間
　
5
月
3
0
日
か
ら
1
0
月
2
4

日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
（
2
0
日
間
）

●
学
習
内
容
　
教
養
コ
ー
ス
・
陶
芸
・

書
道
・
水
墨
画
・
健
康
レ
ク

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
い

こ
と
は
中
央
公
民
館
（
審
2
0
1
局

0

4

0

1

番

）

　

へ

●
応
募
資
格
　
1
8
歳
以
上
2
5
歳
未
満
で

日
本
国
籍
が
あ
り
、
中
学
校
卒
業
程

度
以
上
の
学
力
が
あ
る
人
。
男
女
は

問
い
ま
せ
ん
。

●
試
験
種
目
　
筆
記
試
験
（
国
語
・
数

学
・
社
会
）
、
身
体
検
査
、
適
正
検

査
、
口
述
試
験

〔

●

ま　屋　い　間
た　基　ま　い
は　地す合

；；ｉ；係

4
月
ｌ
日
付
で
役
場
職
員
の
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
所
属
）

〔
昇
　
格
〕

●
住
民
課
長
＝
山
下
勝
利
（
学
校
教
育

係
長
）

〔
異
　
動
〕

●
健
康
対
策
課
長
＝
花
村
暗
生
（
住
民

課
長
）
　
●
企
画
課
長
＝
守
口
洋
五
（
健

康
対
策
課
長
）
　
●
総
務
課
参
事
＝
細
美

英
明
（
企
画
課
長
）
　
●
社
会
課
参
事
＝

船
津
昭
雄
（
税
務
課
参
事
）
　
●
学
校
教

育
係
長
＝
田
村
邦
夫
（
監
査
委
員
書
記

担
当
係
長
）
●
第
一
保
育
所
長
＝
小
田

光
江
（
第
二
保
育
所
長
）
●
第
二
保
育

所
長
＝
佐
原
示
幸
（
第
三
保
育
所
長
）

●
第
三
保
育
所
長
＝
隈
井
啓
子
（
第
一

保
育
所
長
）



●
と
　
き
　
8
月
2
6
日
か
ら
9
月
6
日

ま
で
の
1
2
日
間

●
訪
問
国
　
中
華
人
民
共
和
国
（
天
津

市
・
北
京
市
・
大
連
市
）

●
募
集
人
員
　
2
0
歳
代
の
男
女
仙
人

●
募
集
期
間
　
4
月
2
日
～
5
月
1
5
日

●
負
担
金
　
七
万
三
千
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
県
青
少

年
対
策
課
電
（
0
9
2
）
6
4
1
局
4

7
4
0
番
ま
た
は
役
場
教
育
委
員
会

会県
で
は
、
次
の
日
程
で
こ
級
建
築
士

と
木
造
建
築
士
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
試
験
日
▽
学
科
試
験
＝
7
月
8
日

▽
設
計
製
図
の
試
験
＝
9
月
1
6
日

●
申
込
受
付
期
間
4
月
1
6
日
か
ら
ａ
Ｏ

日
ま
で
（
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
）

へ
、

●
申
込
受
付
会
場
　
福
岡
商
工
会
議
所

（
福
岡
市
博
多
区
駅
前
2
－
9
－
2
8
）

ま
た
は
小
倉
建
設
会
館
（
小
倉
北
区

田
町
1
1
－
1
5
）

●
申
込
晋
配
布
場
所
　
福
岡
県
建
築
士

会
、
小
倉
建
設
会
館
、
ま
た
は
北
九

州
土
木
事
務
所

●
闘
い
合
わ
せ
　
詳
し
く
は
、
福
岡
県

建

築

士

会

食

（

0

9

2

）

4

4

1

局

1

8

6

7

番

へ

一■ヽ・
ノ＼

あ
な
た
の
技
能
を
国
家
試
験
で
試
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
た
だ
今
、
技
能
検
定

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

技
能
検
定
は
、
職
種
ご
と
に
一
級
、

二
級
、
単
一
級
に
分
け
て
、
実
技
と
学

科
の
試
験
を
し
ま
す
。
職
種
は
造
園
、

機
械
加
工
、
板
金
、
印
刷
、
左
官
、
塗

装
、
写
真
な
ど
四
十
四
種
類
。
合
格
者

に
は
、
労
働
大
臣
や
県
知
事
か
ら
証
書

が
交
付
さ
れ
、
「
技
能
士
」
と
い
う
称

少年教室がはじまります。

申し込みは

4月20日
まで

キャンプあり、楽しい陶器つくりあり、『少年

教室』が今年も開かれます。君も参加してみませ
んか。

レ研修期間　4月から来年3月まで

♭参加できる人　小学校5年生・6年生と中学生
の男女。応募多数の場合は抽還します。

♭申し込み先　4月20日までに町教育委員会へ。

●少年教室の学習内容
回 Ｉ研修 期 日 〃王蒙壇＝ 学　 習　 内　 容

1 4 ・即 坤 ・渦 こ′：濁 諸 式 ．こ

′・、5 鰯 †6 日
′、・・壷 ・ノー≠ ン ト設 営 と撤 収 ・宙 外 調理 ・

：登－ レウ リ三 二ふ．シ′ヨン ・歌 、町，浪

、 一潟 け 烏、 日・：二 日 ）

3 ．、7ニ‾射 、錦 、、 寧 ゲ ｌ一ム ・レク リ エー シ ョ ン

．4 8 月 10 日 会 Ｉ 蕪 ヤンプ 義 明、．藍 班堪 つ燦 肇

華．‾
8 月 相月

8 月 19 日

圭 牟

、、Ｂ．：′．、

ヰ ヤンブ を通 じ て コ 主ユ ニ うニ

．尋、・野 外 詞 撃 三キ ャンプ フアイ 、

ヤ ー 吊 箪 独 敏 郎 一 泊霊渇け

相 月劉 隙 ．．
宅 隼 亨 穣 一＿ル バ レー

5 ミニ牒 こ；、 バ ド童－ン 唇ン ＿・オン デ ィア 務

、＿7 ＿＿′．相 月簿 臼 日 しめな わつ く リ

、8 ：ｌ・堪 岬 ． 自 喝 濱づ く 、早

9 2 招 相 田・；・′亮「 、社 会 党学 ．・待 汝 ｛ 損

1紗 3 如 ¢日 －、．申 …、‾令 年率 の 反 省 と来 年 疎 の 抱皐

※上記日程と学習テーマは事情により変更すること
があります。

号
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

●
申
請
書
受
付
　
4
月
1
8
日
（
水
）
ま
で

●
受
験
資
格

【
一
級
】
　
実
務
経
験
十
二
年
以

上
、
二
級
合
格
後
五
年
以
上

【
二
　
級
】
　
実
務
経
験
三
年
以
上

【
単
一
級
】
　
実
務
経
験
五
年
以
上

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
職
業
能
力
開

発
協
会
《
福
岡
市
東
区
千
早
五
丁
目

2

－

2

4

》

蜜

（

0

9

2

〕

6

7

1

局

1

2

3

8

番

へ

身体障害者を
募集します。

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

●
（
有
）
水
誠
社
水
巻
葬
祭
様

●
水
巻
み
な
み
保
育
所
様

（
バ
ザ
ー
収
益
金
）

香
典
返
し
と
し
て

●
樋
　
口
　
　
故
・
猿
渡
　
増
雄
様

猿
渡
ト
シ
子
様

●
高
松
団
地
　
故
・
岡
村
　
数
男
様

岡
村
キ
ミ
子
様

●
吉
田
三
　
　
故
・
加
茂
　
繁
男
様

．
加
茂
音
千
代
様

故
・
日
高
　
タ
カ
様

日
高
　
紀
元
様

●
二
町
住
　
　
故
・
西
村
　
末
廣
様

西
村
　
光
代
様

●
頃
　
末
　
　
故
・
豊
渾
マ
サ
エ
様

豊
澤
　
道
明
様

●
頃
　
末
　
　
故
・
武
尾
　
友
敏
様

武
尾
ア
サ
子
様

●
吉
田
二
　
　
故
・
中
川
　
登
　
楼

中
川
　
元
一
様

●
高
松
団
地
　
故
・
小
野
　
清
　
様

小
野
　
信
子
様

●
猪
　
熊
　
　
故
・
貞
末
　
三
一
様

貞
末
　
益
男
様

●
下
　
二
　
　
故
・
村
田
　
充
　
棟

村
田
由
美
子
様

●

　

二

故
・
中
山
　
国
夫
様

中
山
　
花
代
様



柴
田
兵
志

愁

風

古

賀

古

城

（

五

）

「

音

域

哀

話

」

永

禄

二

年

（

一

五

五

九

）

六

月

、

将

軍

足

利

義

輝

し

ｌ

一

′

ｈ

ソ

ん

は

豊

後

国

大

友

義

鎮

（

の

ち

の

宗

麟

）

を

、

筑

前

、

豊

前

両

国

の

守

護

職

に

任

命

し

た

。

と

こ

ろ

が

、

こ

・

も

と

な

ｈ

ソ

れ

に

は

中

国

の

覇

者

毛

利

元

就

が

反

対

し

た

。

「

北

九

州

は

大

内

時

代

か

ら

の

地

盤

な

る

ぞ

、

そ

わ

か

ぞ

う

れ

を

豊

後

の

若

僧

が

奪

い

や

が

っ

て

…

…

」

と

、

そ

の

子

小

早

川

隆

景

を

派

遣

し

て

門

司

、

香

春

雨

域

を

攻

略

し

、

さ

ら

に

ま

た

麻

生

、

宗

像

ら

の

ｌ

一

Ｊ

ｌ

諸

将

ら

に

も

徴

を

と

ば

し

て

敵

対

さ

せ

た

。

怒

っ

た

の

は

気

性

の

荒

い

血

気

盛

り

の

義

鎮

で

あ

る

。

直

ち

に

数

万

の

兵

を

北

上

さ

せ

て

、

ま

ず

門

司

、

香

春

両

城

を

包

囲

し

、

同

時

に

麻

生

、

宗

像

ら

の

諸

城

を

攻

撃

し

た

。

こ

れ

に

は

要

害

堅

固

で

知

ら

れ

た

花

尾

城

で

さ

え

、

援

軍

を

毛

利

に

求

め

た

ほ

ど

で

、

同

年

九

月

二

十

五

日

、

ま

ず

大

友

軍

は

宗

像

の

白

山

城

と

こ

の

み

許

斐

城

を

攻

撃

、

宗

像

氏

貞

は

防

ぎ

き

れ

ず

に

城

を

捨

て

て

大

島

へ

逃

れ

た

。

つ

づ

い

て

翌

二

十

六

日

、

う

ん

か

雲

霞

の

如

き

大

友

の

大

軍

は

、

遠

賀

川

を

渡

っ

て

山

鹿

、

古

賀

両

城

を

包

囲

し

た

。

け

い

ｌ

し

よ

う

す

け

当

時

、

山

鹿

城

を

支

配

す

る

の

は

麻

生

刑

部

少

輔

家

助

、

長

男

元

重

は

山

鹿

城

主

に

、

ま

た

次

男

次

郎

は

で

し

ろ

出

城

の

古

賀

城

主

と

な

り

次

郎

幼

少

で

あ

る

た

め

、

重

臣

入

江

助

三

郎

を

城

代

家

老

に

し

て

次

郎

を

助

け

て

い

た

。

家

助

は

大

友

軍

の

侵

攻

を

知

る

や

、

山

鹿

城

で

共

に

起

居

す

る

妻

や

次

郎

の

妹

を

古

賀

城

へ

移

し

、

自

分

は

城

と

運

命

を

共

に

す

る

た

め

元

重

と

山

鹿
城
を
固
め
た
。
家
助
に
し
て
み
れ
ば
、
敵
が
め
ざ

が
じ
ょ
う

す
は
麻
生
第
二
の
牙
城
山
鹿
城
で
あ
り
、
古
賀
城
は

出
城
で
あ
る
が
山
城
に
し
て
堅
固
で
あ
る
た
め
、
た

や
す
く
は
落
城
し
な
い
と
の
考
え
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
大
友
軍
は
予
想
を
は
る
か
に
こ
え
た
大

軍
で
、
敵
が
城
ノ
腰
の
大
手
門
を
破
る
と
、
次
郎
と
そ

の
家
族
は
館
屋
敷
か
ら
内

屋
敷
へ
移
り
、
さ
ら
に
山

頂
の
本
丸
へ
と
追
わ
れ
て

い
っ
た
。
戦
い
は
宗
像
連

山
に
夕
日
が
沈
む
こ
ろ
一

層
激
し
く
な
り
、
山
頂
か

ら
山
腹
を
よ
じ
登
る
敵
兵

へ
の
投
石
で
、
眼
下
を
鮮

あ

し

ゆ

ち

　

と

と

血
に
染
め
て
阿
修
羅
の
如

く
、
そ
れ
に
も
め
げ
ず
に

敵
兵
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
押
し

お
た
け

寄
せ
、
雄
叫
び
は
次
第
に

山
頂
へ
迫
っ
て
き
た
。

し
か
も
、
す
で
に
大
友
軍

は
鉄
砲
を
持
っ
て
い
た
。

鉄
砲
は
天
文
十
二
年
（
一

た
ね
が

五
四
三
）
、
種
子
島
に
伝

城
内
を
指
揮
す
る
の
は
老
将
入
江
助
三
郎
、
刀
折

れ
矢
つ
き
、
こ
れ
が
最
後
と
み
て
と
る
や
、
次
郎
や
そ

の
母
に
自
害
を
す
す
め
、
は
る
か
な
る
山
鹿
城
を
伏

さ
か
ず
ｈ
°

し
拝
ん
で
互
い
に
水
杯
を
か
わ
し
た
。
昔
か
ら
「
人

い
の
ち

の
命
は
朝
露
の
如
し
」
と
い
う
が
、
戦
国
の
世
ほ
ど

は
か
な
い
も
の
は
な
く
、
自
決
を
み
と
ど
け
た
助
三

郎
は
急
を
山
鹿
城
へ
知
ら
せ
る
ぺ
く
、
暗
や
み
の
な

じ
∴
じ
上

か
に
侍
女
一
人
を
脱
出
さ
せ
て
、
残
っ
た
武
者
は
み

ｌ

な
敵
方
へ
突
入
し
て
斬
り
死
に
し
た
と
い
う
。
な
お
、

は

だ

い

　

　

　

　

　

Ｃ

ん

だ

い

こ
れ
に
つ
い
て
は
麻
生
家
の
菩
提
寺
、
芦
屋
の
金
台

寺
に
次
の
過
去
帳
が
残
さ
れ
て
い
る
。

め

永
禄
二
年
九
月
二
十
六
日
、
麻
生
次
郎
、
御
腹
召

さ
る
。
同
乳
母
、
同
次
郎
殿
母
、
同
妹
自
害
、
入と

ｌ
Ｕ

江
助
三
郎
、
次
郎
殿
に
伴

‘乙

三 一一ふ 未 ＿二義 戎 一畢㌘
東 ．．例 ．．転亨三塚 璧＿ｉ言 ＿

ノ寡∴‾’‘′雛 ．妄き表芸

′’ノ′アせ 聖 も 撃 ′・頭声、．巨讃 ．…監 地 町

1、1ごて．ｌ
≡、酬一輌 ｔ、ｌ‾軋 直　　 5 5

：．溝 駕丼址寮革発振留 休 耕 今の豊前鵜由演来 ．′

し
討
死
。

来
し
た
の
ち
大
友
の
入
手
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
こ

の
と
き
初
め
て
実
戦
に
使
用
し
た
と
あ
る
。
も
ち
ろ

い
か
′
・

ん
、
そ
の
数
は
少
な
く
威
嚇
を
目
的
と
し
た
の
で
、

ご

え

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

ど

ろ

四
方
に
配
し
た
轟
音
は
、
山
城
を
威
圧
し
て
轟
き
渡

り
、
さ
し
も
頑
強
に
抵
抗
を
つ
づ
け
た
城
内
の
武
者

た
ち
も
、
新
兵
器
の
出
現
に
よ
っ
て
次
第
に
本
丸
へ

集
ま
っ
て
き
た
。

で
彦
島
へ
脱
出
し
た
。

ま
た
城
を
脱
出
し
た
侍

女
に
つ
い
て
は
、
「
筑
前

国
続
風
土
記
附
録
」
　
に

「
猪
熊
十
三
塚
に
麻
生
氏

の
侍
女
の
墓
あ
り
」
と
記

さ
れ
て
い
る
の
で
、
途
中

ぎ
ん

で
捕
え
ら
れ
て
斬
殺
さ
れ

た
も
の
と
み
え
る
。

い
っ
ほ
う
山
鹿
城
に
お

い
て
は
榛
高
三
十
メ
ー
ト

ル
の
平
城
な
が
ら
よ
く
戦

い
、
落
城
寸
前
に
毛
利
か

ら
使
者
が
き
て
、
家
助
と

元
重
は
夜
に
ま
ざ
れ
て
船

こ
れ
に
つ
い
て
は
「
宗
像
記

追
考
」
に
次
の
よ
う
に
書
か
か
れ
て
い
る
。

永
禄
二
年
九
月
二
十
五
日
、
豊
後
勢
、
白
山
の
城

に
押
し
寄
せ
て
攻
め
ん
と
す
る
よ
し
聞
え
け
り
。

氏
貞
今
年
十
歳
な
り
、
こ
と
に
白
山
の
城
は
要
害

堅
固
な
ら
ず
、
人
数
は
去
年
よ
り
中
国
毛
利
殿
に

加
勢
と
し
て
上
り
お
き
給
え
ば
、
こ
の
城
、
無
勢

に
て
保
ち
難
し
と
て
、
大
島
へ
御
渡
海
あ
り
。
そ

れ
よ
り
山
鹿
城
に
押
し
寄
せ
け
れ
ば
、
家
助
も
城

を
明
け
て
、
長
門
の
彦
島
へ
落
ち
行
き
け
れ
は
、

宗
像
、
三
牧
（
御
牧
＝
遠
賀
）
は
案
の
如
く
大
友

の
手
に
や
す
や
す
取
ら
れ
け
り
。

こ
こ
で
筆
者
は
少
年
の
こ
ろ
、
母
が
古
賀
城
に
つ

い
て
話
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
母
は
明
治
十

一
年
生
ま
れ
、
机
小
学
校
近
く
の
農
家
で
育
っ
た
の

た
ん
ば

で
、
田
圃
の
農
作
業
で
手
を
休
め
た
と
き
、
豊
前
坊

山
を
見
あ
げ
て
両
親
か
ら
聞
い
た
話
で
あ
ろ
う
。

「
城
が
落
ち
て
幼
い
城
主
が
自
害
し
た
」
と
か
「
若

い
武
者
が
河
原
の
散
に
斬
り
込
ん
で
討
死
し
た
」

（
後
記
す
る
）
と
の
話
を
し
て
い
た
。
し
か
も
、
こ

れ
に
は
「
そ
れ
で
古
賀
村
に
は
地
蔵
さ
ま
が
多
い
」

と
の
落
ち
ま
で
つ
い
て
い
た
。
お
そ
ら
く
長
年
月
の

間
に
「
い
つ
」
　
「
だ
れ
が
」
　
「
ど
う
し
て
」
と
い
っ

た
主
語
は
忘
れ
去
ら
れ
て
、
あ
わ
れ
な
結
末
だ
け
が

語
り
つ
が
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
れ

が
偶
然
に
も
筆
者
の
調
査
し
た
史
料
と
結
び
つ
い
た

の
で
あ
る
。
ま
た
古
賀
字
館
屋
敷
に
あ
る
報
恩
寺
の

創
建
は
永
禄
年
間
で
、
そ
の
寺
号
は
「
古
城
山
地
蔵

院
報
恩
寺
」
し
か
も
、
そ
の
年
代
は
次
郎
の
死
と
一

致
す
る
。
さ
ら
に
次
郎
は
幼
名
で
あ
る
う
え
乳
母
も

い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
と
き
次
郎
を
弔
っ
た
地
蔵
院

が
報
恩
寺
で
あ
る
と
も
解
釈
さ
れ
る
。

お
け
は
ぎ
ま

翌
永
禄
三
年
、
織
田
信
長
は
桶
狭
間
の
戦
い
で
大

勝
し
て
、
い
よ
い
よ
天
下
分
け
目
の
決
戦
が
切
っ
て

落
と
さ
れ
た
。
北
九
州
に
お
い
て
は
麻
生
、
宗
像
ら

の
諸
将
は
、
大
友
に
和
を
請
う
て
帰
城
を
許
さ
れ
た

し
ゆ
ん

も
の
の
、
大
友
と
毛
利
の
戦
い
は
一
層
峻
烈
を
き
わ

め
、
こ
れ
ら
の
諸
将
は
自
衛
の
た
め
に
守
り
を
強
化

し
て
い
っ
た
。
な
か
で
も
宗
像
氏
貞
は
永
禄
五
年

（
一
五
六
二
）
、
白
山
城
よ
り
高
く
て
堅
固
な
隣
の

つ
た蔦

ケ
岳
（
城
山
）
に
移
転
し
て
蔦
ケ
岳
城
と
命
名
、

当
時
は
花
尾
、
立
花
両
城
と
共
に
表
筑
前
の
三
大
名

城
と
い
わ
れ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）


